
7月13日（土）～8月25日（日）
午前9時～午後5時 入館料　無料
歴史未来館 休館日　月曜日（祝日の場合はその翌日）

「あこがれのNゲージ展」

①7月13日（土）　②8月4日（日）
③8月17日（土）　④8月25日（日）

各日午前10時～11時30分／午後1時30分～4時30分
無料

子どもも大人も誰でもNゲージを運転することができます。

関連イベント「Nゲージ運転会」

歴史未来館からのお知らせ歴史未来館からのお知らせ歴史未来館からのお知らせ

　鉄道模型の規格は大まかに6種類あり、軌
間（レール幅）の小さいサイズからZゲージ

（軌間6.5㎜）、Nゲージ（9㎜）、TTゲージ
（12㎜）、HOゲージ（16.5㎜）、Oゲージ（32
㎜）、一番大きいものがGゲージ（45㎜）です。
　日本で人気があり、最も普及しているのは
Nゲージで、レール幅が9mmであることから9

（Nine）の頭文字を取って「Nゲージ」と呼ば
れています。
　1つの車両の大きさが縮尺約1/150で、11
～15㎝程度と小さいため、畳1枚のスペース
でも無理なく走らせて楽しむ事ができ、販売さ
れている車両が多く価格の幅も広いため、初
心者でも気軽に始められる事が大きな魅力と
なっています。
　海外では中間的なサイズのHOゲージが主
流で人気があります。「Oゲージのほぼ半分

（Half）」という意味で、この名称となりました。
　1つの車両の大きさが縮尺1/87（又は
1/80）で、24～30㎝程度あるため、Nゲージ

より価格は高くなりますが、大きい分迫力があ
り細かなパーツが精巧に再現されているので
見ごたえがあります。
　歴史未来館では、笠松町の在住・在勤者の
方のコレクションをお借りして、今年の夏休み
期間にNゲージ、来年の夏休みにHOゲージ
を中心にした企画展を開催します。
　鉄道模型や懐かしい鉄道車両の写真等を
多数展示し、今はない「東笠松」と入った駅名
看板、竹鼻線の江吉良－大須間が営業廃止
された際に使用された行き先表示板、各務原
線の名古屋～岐阜間の直通がなくなったため
消えた「犬山経由新岐阜」の行き先表示板等
のレア品も展示します。
　また、鉄道模型サークル「ぎふトレ」の皆さ
んの協力を得て、子どもたちがジオラマの中
を走る車両を操作する運転会も4日間開催し
ます。この機会にお誘い合わせの上ぜひご来
館ください。

c歴史未来館　☎388‐0161

History＆Future 

■資源ごみ回収所
　町内会の資源集団回収のほか、資源再
生と排出の利便性向上のため、次の施設
でも資源ごみを回収しています。

「カンやビンのふた」は、アルミ製やスチール製で
も「不燃ごみ」で出すのが町のルールです。
※ふたも可能であった頃に中身入りで出されるルール
違反が多々あったため、現在のルールになりました。

c環境経済課　☎388‐1114

回収場所
笠松中央交流センター
松枝交流センター
総合交流センター

利用可能日時
午前9時～午後5時
（年末年始を除く）

※悪天候の時は閉鎖します

出 し 方 分別の仕方や注意点は、町内会の資源集団回収と同じです。回収所には、回収品目別
に、カゴなどが設置してありますので、汚れが無いものをご自身で投入してください。

回 収 品 目
●カン
　①アルミ缶
　②スチール缶
　③スプレー缶
　　カセットボンベ

●ビン
　①無色透明
　②茶色
　③その他の色
●ペットボトル

●プラスチック製容器包装
　①食品トレイや袋など
　②発泡スチロール
　　（30cmほどの大きさ）
●蛍光管

●乾電池
　①使い切りタイプ
　　（アルカリ・マンガン）
　②充電式電池
　③ボタン電池

資源ごみ回収所では出せません（よくあるルール違反）

可燃ごみ
　  マークの無い、プラスチック製品
ハンガー、バケツ、ザル、CDケース、
クリアファイル、PPバンド、おもちゃ

不燃ごみ
ガラス製品（コップ、皿）、陶器、割れたビン、
割れた蛍光管、LED電球、カン・ビンのふた

古紙類・古着
新聞、雑誌、牛乳パック、ダンボール、古着

汚れの落ちないもの
汚れていると資源としてリサイクルできません。
悪臭の原因になります。

c歴史未来館　☎388‐0161

期間中は、
運転士の帽子をかぶって
記念撮影ができます！

展示期間
時間
場所

開催日

時間
参加料
内容

「あこがれのNゲージ展」

Columnコラム 見る！知る！学ぶ！れきみ通信

Columnコラム ごみを減らしましょう

従業員
 大募集

令和6年7月号
第1166号20 令和6年7月号

第1166号 21  
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